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八千代リハビリテーション学院 教育概要・卒業認定方針  

対象者のために自己研鑽できる臨床家へ          2019.4.1 

 

ディプロマポリシー（DP） 

【情意面】臨床場面において求められる個人の資質とチームワークの基盤をなす協調性を持つ 

【知識面】国家試験出題基準に則った理解力・解釈力および原理知識と技術面の統合力を持つ 

【技術面】代表的な疾患について、ある程度の助言のもと基本的なプログラムを安全に遂行できる 

 

  卒業認定に関する方針  

   学則 第 29条 原則として最終学年に履修すべき全科目（実習を含む）の単位を認定されて 

いる者に対し、学院長は卒業を認定することができる。（以下、略） 

 

   卒業認定は、卒業により得られる理学療法士・作業療法士国家試験受験資格に相応しく、資格 

取得後の臨床実践力が期待できる、ディプロマポリシーを満たすことを方針とする。 

認定は、学則に則り、教育課程の全授業科目の単位修得した者に対して行う。 

 

 

カリキュラムポリシー(CP) 

１．教育課程において基礎分野科目や実習を取り入れコミュニケーション能力及び医療人としての資質を 

育成する。また、授業及び科目外活動においてグループワークを活用し、愛他的精神をもち協調性を養う。 

２．医療人としての土台であるヒトの身体のつくり、仕組み、動きなど必要な基礎知識を習得し、疾患との 

  関わりを探求できるよう主体的な学習態度を養う。 

３．専門分野では、生活機能に即した評価および治療学を学び、演習・実習を通じ科学的な思考を育成し、 

  代表的な疾患の基本的プログラムを理解する。 

４．知識・技術の統合として臨床実習を位置づけ、医療人としての基本的態度の実践及び治療計画立案を 

経験する。その後、代表的な疾患の知識・技術の統合を深める科目を設定し国家試験合格に向けた 

個別指導による達成度のフィードバックを行う。 

     1年次 ○基礎分野 ○専門基礎分野  

      社会人としての基本的マナーを身につける。仲間と協力し同じ目的に向かい努力する態度を 

身につける。ひとの身体の作り、仕組み、動きを学び、医学人としての土台を作る。 

2年次 ○専門基礎分野 ○専門分野 （夜間コース２・３年次） 

      医療人としてのコミュニケーション能力を身につける。基本的評価技術を身につける。 

      代表的な疾患についての基本知識、基本的プログラムを理解する。     

3年次 ○専門分野 ○国家試験   （夜間コース 4年次）  

      臨床実習において医療人としての基本的態度を実践する。 

      国家試験合格にむけこれまで履修した知識と技術の統合を図る。 

 

アドミッションポリシー(AP) 

 １．人との関わりが好きな人 

 ２．ルール、マナー、モラルを重んじる人 

 ３．リハビリテーション分野で働く意欲の高い人 


